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ヴ ァ イ ン ラン ド精神薄弱者施設草創期 に お ける総合的施設か ら

　　　　　　教育 ・訓練専門施設へ の 転 換 とその 意 義

　　　　
一創設 者 S．0 ．ギ ャ リソ ン施設長時代 （1888 −1899 ）一

本 間　貴子
・高野 聡 子

・宮内　久絵 ・
長塚 　修

一 ・佐 々 木 　順二

　 ヴ ァ イ ン ラ ン ド精神 薄弱者 施設 は 、 第二 代施 設長 E，R，ジ ョ ン ス ト ン 時代に 、教育

心理学者で 家系研 究 とビネ知能検査 で 著名 とな りつ つ あ っ た H．H．ゴ ダー ドを招聘 し

研 究部 門を創 設す る な ど、20世紀 前半の ア メ リカ合衆国を代表する 施設で あ る 。 当施

設 は 、 1888年に ニ ュ
ージ ャ

ー
ジ
ー州最初の 精神薄弱者施設 と して 、 S．0 ．ギ ャ リソ ン に

よ っ て創設 され た。ギ ャ リ ソ ン施設長 は 、 彼の 寄付金活動 に よ っ て 施設 を創設 し、教

育 ・訓練機能を重視 しなが ら 、 あ ら ゆる ニ ーズ を抱 えた子 ど もを包括 的 ・総合 的 にケ

ア した 。 だが 、 入所者 数の 増加 が 問題 化 し、教育 ・訓 練、医療の 経験 とそ の 蓄積 に よ

っ て 対象 児の 見直 しが起 きると、施設 は しだ い に教育 ・訓練機 能の 衰退 を危惧する よ

うになる 。 また、衰退化へ の 危惧 とともに 、設立 当初か らあっ た施設財政面にお ける

州との 緊張関係 とに よ っ て 、施設は施設機能の 分化を構想 し、 教育 ・訓練専 門施 設へ

の 転換 を 目指 して い く。

一
方、 施設 は法人施設 で ある ゆ えに 、 きわめて小規模 な小 舎

制 の 採用 、 医師で はな く精神 薄弱児教育 ・訓練の 経験者 で ある ER ．ジ ョ ン ス トン の 招

聘 に 見 られる よ うに 、自主性 と柔軟性 に富んだ施設運営も展開する 。

キ
ー ・ワ ー ド ：ヴ ァ イ ン ラ ン ド精神薄弱者施 設

　　　 　　　　総合施設 　教 育 ・訓練専 門施 設

S．O．ギ ャ リソ ン 　施 設内 自立

1．は じめ に
一

研究 の課題 と方法

　 1 ．問題の所 在と本研究の 課題 ・ 目的

　 19世紀末の ア メ リカ合衆 国の 精神 薄弱 者施設

は、創設期 の 白痴学校 時代 の教 育単 一
機能か ら、

収 容 ・保護部 門の拡大 と大規模隔離施設へ の 転

換 を確立 して い く。 そ の よ うな 時期で あ る 1888

年 、
ニ ュ

ージ ャ
ージ ー州で は、S．O．ギ ャ リ ソ ン

（Garrison，　Stephen 　Olin　l853−1900）に よ っ て

同州最初 の 精神 薄弱者施設、ヴ ァ イ ン ラ ン ド精

神 薄弱者施 設 （The　New 　Jersey　Home 　for　the

Education　and 　Care　of 　Feeble−Minded　Children．

以 下，ヴ ァ イ ン ラ ン ド施設） が創 設 され る 。

筑波大学大学院人間総合科学研究科

　20世紀前半 の ヴ ァ イ ン ラ ン ド施設で は、第二

代施 設 長 ER ．ジ ョ ン ス ト ン （Johnstone．　Ed −

ward 　Ransom 　l870−1945）カi
−
、先駆的な精神薄

弱施設の 運営方針 ・内容 を展 開 した 。 と りわ け

彼の 代表 的な実績 は 、1903年 に特殊 学級の 教 員

養成 の ための 夏期学校 を開設 した こ と、1906年

に施設 内に研 究部門 を設置 し、教育心 理 学者で

ビ ネ知能検査 と家系研 究と と もに著名 とな りつ

つ あ っ た H ．H ．ゴ ダ
ー

ド （Goddard ，　Henry 　Her −

bert　 l866 −1957） を部 門長 に招聘 し、 心 理学 、

教育学等の 科学 的な精神薄弱研 究 を進め たこ と

で あ る 。

　そ の た め、 こ れ まで の ヴ ァ イ ン ラ ン ド施設 に

関する研究 の 多 くは 、ジ ョ ン ス ト ン 施設長時代
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に つ い て 検討され て きた。例えば、米田 ら（2005）

は、ヴ ァ イ ン ラ ン ド施設 内で 開設 され た夏期学

校で の 特殊学級教員養成 プ ロ グ ラ ム の 内容 とそ

の 意義に つ い て 明 らか に して い る 。 また 、 トレ

ン トは 、 ヴ ァ イ ン ラ ン ド施設 を精神 薄弱 脅威 論

時代 に お ける 家系研究 と ビネ知能検査 の 拠点施

設 と して挙 げて い る （トレ ン ト［1997b］，43−82）。

　 また、ジ ョ ン ス トン時代 の 施設 は、同時代 の

わ が 国の 精神薄弱児教育な ど との 関係 を残 して

い る 。 例 えば 、 わが 国の 児童研 究所の 創設者の

…人で ビ ネ知能検査 の 日本改訂版 を発表 した 久

保 良英 （1883 −1942 ）
1） や 、 藤倉 学園 の 常 任 理

事
・施設 長で あ っ た川 田 貞治郎 （1879 −1959）2｝

が 、同施設 に訪問、滞在 して い る。

　
一

方で 、 初代施設長 ギ ャ リソ ン 時代 か らジ ョ

ン ス トン 時代 まで の 施 設 に つ い て は 、 McCaf −

frey （1965）の 学位論文が あ る 。 彼女 は 、ギ ャ

リ ソ ン が 州立て んか ん コ ロ ニ ー創設 に携 わ っ た

こ と、施設内自立 を 目ざ した ヴ ァ イ ン ラ ン ド ・

プ ラ ン を構想 ・実現 した こ とな ど、草創期 の ヴ

ァ イ ン ラ ン ド施 設 に つ い て 明 らか に した 。 だが 、

そ れ らが い か なる意義 を持 っ て い る の か 、 あ る

い は他施設 との 比較 に基づ い て の 検討 は課題 と

な っ て い る。

　そ こ で 本研 究で は、草創期 の ヴ ァ イ ン ラ ン ド

施設 の 機 能 とその 意義に つ い て 明 らか にす るこ

とを目的 とする 。 本研究 で解明すべ き第
一

の 課

題は、施設創設期に見 られ る入所者 の 障害程度

お よび家族の 社会階層の 多様性、そ し て 入所者

の 年齢の 変化 に対応 した総合 的機能の 実 態で あ

る 。 また第二 の 課題 は 、 い か なる理 由か ら1890

年代後半 に こ の 総合 的機能が 挫折 し 、 どの よ う

な機能 を も っ た施設 へ 転換 し よ うと した の か 、

その 理 由 は何 か に つ い て 解明す る こ と で あ る 。

　 2 ．研究方法

　本研 究 の 課題 を解明す るため の 具体 的な観点

とし て 、 施設創設の 理 念、対象、教育 ・訓練 、

医療 、 財政 を設 定す る 。 施設創設の 理念 に つ い

て は 、 ギ ャ リ ソ ン 施設長 の 創設 に至 る まで の 動

機 もあわせ て 検討す る 、 対 象は 、 ヴ ァ イ ン ラ ン

ド施設 の 入所者 とす る 。 教 育 ・訓練 と医療は 、

当施設で 実施 された内容 と方法 を 、 同時代 の 他

施設 と比較 しな が ら分析する 。 財源 は、州か ら

の 補助費 と当施設 へ の 寄付金 とす る 。

　検討時期 は 、 施 設が創 設 され た 1888年以前か

ら1899年に設定する 。 そ の 理 由は 、 1888年の 施

設創設以前か らギ ャ リ ソ ン が 施設創設 の 準備 に

取 り掛か っ て い た か らで あ る 。 また 、1900年に

は 、 ギ ャ リソ ン施設長 が死去 し、 ギ ャ リ ソ ン時

代が 終結す る か らで ある 。

　本研究 の 資料は 、上 記の 課題 を解明す る ため

に最 も基礎 となる ヴ ァ イ ン ラ ン ド施設の 年次報

告を 主 に 使用す る
・a）

。 な お 、本論文 は歴 史的研

究で ある た め 、現在 で は使用 され て い ない 精神

薄弱、白痴、痴愚等を歴 史的用語 として 使用す

る 。

1 ． S ．　O ．ギ ャ リソ ン の 創 設 構想 と総 合 機 能

　 （1889 − 1890 年代半 ば）

　 1．S．　O ．ギ ャ リソ ンの創設動機 と創設理 念

　　（1） S．O．ギ ャ リ ソ ン の 創設動機

　 ヴ ァ イ ン ラ ン ド施設 の 初代 施設長 は、聖職者

S．　O．ギ ャ リ ソ ン で ある 。 彼 は 、 1876年 に コ ネチ

カ ッ ト州 の ウ ェ ス リ ア ン 大学 （Wesleyan　Uni−

versity ）で 文学学士 を、工879年 に 同大学で 文

学修士 の 学位 を授与 され る （McCaffrey，55）。

また ギ ャ リソ ン は 、 1877年 に フ ィ ラデ ル フ ィ ア

の 演説雄弁術学校 （the　National　Schoo1　of 　Elo−

cution 　and 　Oratory）で 演説修士 （the　Degree

of 　Master 　 of　Elocution）を取得する （McCaf −

frey，55−56）。 さら に彼 は その 後 2 年 間 ニ ュ
ー

ジ ャ
ージー州 の ドリ ュ

ー神 学校 （Drew 　Theo ・

Iogical　Seminary）で 学習 し、ペ ン シ ル ヴ ェ ニ

ア 州 内 の 教会 で 聖 職者 と し て 活 動 し て い く

（McCaffrey ，56−57）。

　 だ が 、 フ ィ ラ デ ル フ ィ ア で の 聖 職者 と して の

任務 を終 えた ギ ャ リ ソ ン は、 1887年 9 月、彼の

兄 で 同 じ く聖 職 者で あ っ た C．F ．ギ ャ リ ソ ン

（Garrison，　Charles　F．1842−？）　と と もに 、
ニ ュ

ージャ
ージー州 ミ ル ヴ ィ ル

4〕
の 自宅 に 7名 （男

5，女 2 ）の 精神薄弱児 を集め、私 立学校を 開

校する
5〕 （A．S 匚3・d　AR ，1891］，　27；　KellOgg［IOth
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ARr　l898］，69：McCaffrey，　57）。

　 そ もそ も、ギ ャ リ ソ ン の 父 親 S．A ．ギ ャ リ ソ ン

（Garrison，　 Stephen 　Ayers　 1805−？）は 、 1846〜

185ユ年 まで ニ ュ
ージ ャ

ー ジー州議 会議 員 を務

め 、州議会 に お い て 州 立精神薄弱施設 の 必要性

とそ の 創設 を訴えた 人物 で ある （McCaffrey ，

37）％ だ が父 親 時代 に は 、 施設創設 は実 現せ

ず 、 当州 は 1864年か ら当州の 精 神薄弱児 をペ ン

シ ル ヴ ェ ニ ア 州 の 私立施 設で あ る ペ ン シ ル ヴ

ェ ニ ァ 精神薄弱児施設 （Pennsylvania 　Training

School　for　Feeble−minded 　Children）に委託す

る （McCaffrey，37）。 そ の ため ギ ャ リ ソ ン が私

立 学校 を創 設 す る まで 、 当州 内 に は精神 薄弱

児 ・者の た めの 施設は無か っ た の で ある 。

　 ま た、ギ ャ リ ソ ン 施設長は 6 人 き ょ うだ い で

あり、その うち 2 入 は精神薄弱児で あ っ た とい

わ れて い る （McCaffrey，51−54）。 こ の よ うに ギ

ャ リソ ン に とっ て 、精神 薄弱児 は 、 父親時代 か

ら彼 と家族 との 関係性 にお い て 身近で あ り、そ

れが私立 学校 開校の きっ か けで あ っ た と思 わ れ

る 。 そ して彼 は 開校 に際 して 、 妻に 「学校 が う

ま く始動 した ら、 聖職者 に戻 る だ ろ う」 と述 べ

て い る （McCaffrey，57−58）。

　 とこ ろが ギ ャ リ ソ ン は、私立学校開校後、自

ら施設 を拡張する ため に広 い 土 地 を探 して い く

（Kellogg［10L1’ AR ， 1898］69：McCafErey， 57−58）。

彼 は寄付金 活動 を始 め 、そ の 中で B ．D ．マ ッ ク

ス ハ ム （Maxham ，　Benjamin　D．）か ら、彼 の ヴ

ァ イ ン ラ ン ドに ある大邸宅 と40エ
ー

カ
ー

の 敷地

の 譲渡 を受ける 。 ギ ャ リ ソ ン は ヴ ァ イ ン ラ ン ド

市 の 商業 委 員会 （The 　 Board 　 of 　 Trade 　 of

Vineland）に 、 ヴ ァ イ ン ラ ン ドに精神 薄弱 児学

校 を建設する と い う約束 の もと に 、二 千 ドル の

寄付金 の 調達 を依 頼す る （Doll，3： Kellogg［10’h

AR ，1898］，70：McCaffrey，57−59）。

　そ して 、 ギ ャ リソ ン の 寄付 金 活動 に よ っ て 、

1888年 3 月 1 日ギ ャ リ ソ ン 、 彼 の 家族 、 7名 の

入所児が ニ ュ
ー

ジ ャ
ー

ジ
ー
州カ ン バ ー

ラ ン ド郡

ヴ ァ イ ン ラ ン ドに 移 り7》、1888年 6 月 6 日に ヴ

ァ イ ン ラ ン ド施設 は州議会か ら法人 認可 を受け

る の で ある （A ．S．［3・d　AR ，1891］，28： McCaf 一

frey，59−61：Appendix ［4th　AR ，1892］，58，他）。

　 以 上 の よ うに ギ ャ リ ソ ン は 、 精神 薄弱児教 育

の 経験 は なか っ た もの の 、 彼 の 人生 に おける精

神薄弱児 との 関係 、 聖 職岱 の 使命感な ど を交差

させ な が ら ヴ ァ イ ン ラ ン ド施設 を創設 した の で

ある 。

　　 （2） S．O．ギ ャ リ ソ ン の 創設理念

　 ヴ ァ イ ン ラ ン ド施設は、州か ら法人 認可 を受

けた 1888年に 、 「精神 薄弱 児 ・者あ る い は 自痴

児 ・者 の ケア 、 治療 、 養育 、 扶養 、 教育」 を施

設 の 目的 とし、名称を
“ The　New 　Jersey　Home

for　the　Education　and 　Care　of 　Feeble 　Minded

Children” と定め た （Appendix ［4’1〕AR 　 l892］，

58）G

　 ギ ャ リ ソ ン は 、上 述 の 目的 の 達成 の た め に は

家庭的な雰囲気が 必要で ある と考える。そ の 方

法 と し て 採 用 され た の が 小 舎制で あ る （Mc −

Caffrey，69−70： Doll，3； 森 匚1968］，107）。 当時 の

大規模施設は 、

一
般 に中央の 巨大な管理棟に近

接 し て 増設 をす る荘厳な重 々 しい 雰囲気で あ っ

たが 、 当施 設の 小 舎制 は 、 「外 見上 施設 ら しい

と こ ろ は な い 」 と評価 され 、家庭 的で ある こ と

か ら支持者か らの 評 判が高か っ た （McCaffrey，

70：Kellogg［4・h　AR ，1892］，49）。

　 ギ ャ リソ ン の 家庭 的な雰 囲気 の 小 舎制 におい

て は 、 白痴学校 期 の家 族方 式の 小舎制 （以 下 、

白痴学校期小舎制） と同様に 、小舎は 寮母を中

心 と した 家族 とみ な され た。例 えば 、当施設内

にあ る ブ リ ッ ジ マ ン 小舎で は 、夫婦 の ケ ア の 下

で 20人の 男子が 生 活 して い た （Kellogg［4・h　AR ，

1892］，51； Baker ［7Lh　AR ，1895］，5）。 こ の こ と

は 、 当施設 にお い て も小舎が家族 とみ なされ家

庭 的で あ っ た こ と を示す 。

　 しか し白痴学校期小舎 制は、一
部の 私 立施設

を除 き ti〕、 1860年代 の 大規模保護収容施設化 と

と もに崩壊 する （中村，　274・275：643−677： トレ ン

ト ［1997a］，　60−71）。 ヴ ァ イン ラ ン ド施設 も保護

機能 を 主 とす る 小 舎を も設 置 して い る 点で は

（Wister ［2nd　AR ，1890］，6，7）大規 模施 設 と同

様の 機 能 を有 して い た と い える 。 しか し当施設

の 小舎 は、同時代の 大規模施設 の 小舎 の 50人〜
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200人規模 （タ イ オ ワ ・ベ ル ，80）に比 し て 、 き

わめ て小 規模で あ っ た 9，

。 また 当施設は 、 「州か

ら建設費用 が 支給 され なか っ た ため 、 寄付金 を

得 る こ とに よ り、財政 的に 可能な時に少 しずつ

小舎 を建設 しなければ なら なか っ た 」こ と か ら

（McCaffrey ，70： Wister ［2” d
　AR

，
1890］，6，7；

［5Lh　AR ．1893］，6）、保護機能が先行す る大規模

施設 ほ ど急激 に進 む こ とは なか っ た 。

　 こ の よ うに 、 ギ ャ リソ ン は理 念 に お い て は 、

家庭 的な雰 囲気 の もと で 教 育 ・ケ ァ を提供 する

とい う白痴学校期 の 理念 と同様で あ っ たが 、 保

護機 能 を有 す る 点で は 異な っ て い た 。 しか し 、

同時代の 保護機能 を有 した大規模施設 と比 べ る

と、小舎 は小規模で あ っ た 。こ の 小規模な小舎

制 は彼 の
一

貫 した方 法 で あ っ た （McCaffrey ，

69−70）。

　
一

方で 当施設は 、次節に示す よ うに、州 内の

精神薄弱児 を受け 入 れ て い く。 これ は 当施 設が

自らを 「最広 義で い えば州 の 施設」で ある と述

べ る な ど （Wistar ［2・d　AR ，1890］，8）、州 に お

け る精神薄弱者施設 として の 役割 を認 識 して い

た た め で ある 。

　ギ ャ リソ ン は 、 家庭 的な雰囲気の 小 舎で 、教

育 ・ケ ア をす る と い う理 念 と、州か らの 精神薄

弱児 の 受け入れ に対す る期待 と の 間で葛藤 しな

が ら施 設運営 を しなけれ ばな らなか っ た の で あ

る。

　以下 で は ギ ャ リソ ン の 教育 とケ ア に対する構

想 とその 変化を具体的 に 把握する た め に施設 の

実態 （財政 、 対象 、 機 能の 変化 ）を検討す る 。

　　C3） 財政基盤 に お ける準州立施設 お よび私

立 施設 と して の 性格

　当施 設の 財源 は 、 主 に 州 か らの 補助費 と寄付

金 に依拠 して い た
1°）

。

　財源 に 占め る州補助費 と寄付金 の 割合 （1889−

1894年の 平均） は、州補助費が 約73％に対 し寄

付 金は 約］0％ と、州補助費の 占め る割合が 高い

（Table　 l）。 す なわち当施設 は 、 財政面 に おい

て 準州立施設の 性格 を有 して い た 。

　 しか し州は州 費生 の 経費 として 、教育費、衣

服 費 、 維持費を 支給 し て い たが 、私立施設の 建

設 ・改善費用 は、州 会計 か ら支出す る こ とを州

憲法 は 認 めて い なか っ た （GarriSOn ［3・d　 AR ，

1891］，17）。 そ の た め 、次節 に示す対象児の 増

加 に対 処 す る た め の 小舎の 建設 ・改 善費用 は 、

寄付金 や 法人会 員費 に よ っ て支 え られて い た 。

したが っ て 寄付金 と会員 の 積極的募集 は 設立 当

初か ら行 われた。会員 は、一般会 員、終身会員、

Table　1　 ヴ ァ イ ン ラ ン ド施設の 財 源 （1888−1899） 単位　 ドル

財　　　 　　　　　　　 源

年度 歳入 総額 NJ 州か らの

扶 養 費

NJ州1人当た

りの 扶養費

NJ 州以外の後見

人 か ら の扶養費
寄　付　金

農 産 物 及 び

製作品 の売却費
そ　 の 　他

1888−89 一 一 一 一 國一．「 ｛ 一一

1889−9024380 ，1417166 ．63（70．4％） 228，892418 ．75（9．9％） 3222，18（13．2％） 197．10（0．8％） 1375．48 （5．6％）

1890−9138608 ．1524922 ．05（64。6％） 214，852765 ．95（7．2％） 5537．27（14．3％） 189ユ9〔0．5％） 5193．69 （13．5％）

1891−9248092 ，9738936．05（81．0％） 238．873792 ユ7（7．9％） 3094．66（6．4％） 74422 （1．6％） 1525．87 （3．2％）

1892−9349689 ．0539813 ．67（80．1％） 235．58531898 （10．7％） 0、00（0％） 354．23（0．7％） 4202．17（8．5％）

1893−9464165 ．0844392 ．79 （69．2％） 243．927296 ．66（ユ1．4％） 9596．82 （15．0％） 173．33（0．3％） 2705．娼 （4．2％）

1894−9569589 ．5648289 ．55 （69．4％） 236．716907 ．68 （9．9％） 10363ユ8（149％） 104．38（0，1％） 3924．77（5．6％）

1895・9663965 ．0551247 ．68 （80ユ％） 218．086654 ．75 （10．4％） 1948．06（3．0％） 80．69（0ユ％） 4033．87 （6，3％）

1896 −97 一 一 一 一 一 　 一

1897−9855222．1543371 ．45（78．5％） 208．527496 ．56（13．6％） 2616．87（4．7％） 1795 （OJ％未満） 1719．32（3．196）
1898−9959364 ．3746249 ．73 （77．9％） 204．649372 ．30（15．8％） 1291．55（2．2％） 23．28（0．1％未満） 2427．51 （4．1％）

出典 Report 　of 　the　Treasurer （2nd −8th　AR ［1890−1896］：10th−11th　AN ［1898 −1899］）；

　　 Superintelldent’s　Report （2nd −4th　AR ［1890 −1892］）をもと に作成．

備考　  1891・92年度 の 扶養費の 内訳 は校長報告で の み示 されて い るため，校長報告 を参照 した，

　　　 但 し，そ の扶養費総額は会計係報告 の それ よ りも16 ドル 少 な い ため，歳人総額 は同額少 な く提示 した．

　　  
一

は不明．
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終 身後援 者、名誉会員 の 4 種に わけて 募集され

る 。 会員 数は 、一
般会員は 1891年に 117人 、 1894

年 に 130人 、 終 身会 員は 1891年に 13人 、 1894年に

14人 、 名誉会 員 u 〕 は 1891年に 8 人 、 1894年 に 14

と人 数 の 大 きな変動は な か っ た （Table 　2）。 こ

れ ら の 会員お よび寄付金 の 寄贈者の 多 くは 、当

施 設 が あ る 州南部 の 都 市 の 居 住者 で あ っ た

（List　 of　the　Member 　of　the　 ASSociation［3「d

AR ，1891 ］，32−35 ： Cash 　Donations 匸2’賦］ AR ，

1890］．39−43，他）。
つ ま り当施設 は 、 施設 近隣

の 州南部 を中心 と した 、常に
一

定数 の 会員 に よ

っ て 支え られ て お り （Appendix ［4［tl　AR ，1892］，

59，他）、 こ の こ とは、当施設が 私立 施設 と し て

の 性格 を も有 して い た こ とを示す 。

　こ の よ うな当施設 に 示 され る 二 つ の 性 格 （準

州 立施設お よび私立施設）は、当施 設の 入所者

の 後見人の 構成、すなわ ち州費生 と私費生 の 割

合 に よ っ て も示 され る 。 当施設は法 人施設で あ

る に もか か わ らず 、 開設 8 年 目まで は私 費生の

割合が 毎年10％未満で あ り、 州 費生 の 割合が 高

か っ だ 2〕 （Table 　3）。 こ の こ とは 、 当施設が 、 州

立 施設 の 代替的機能 を有 して い たこ とを示す ’3］
。

　 しか し州 費生 に は 、全 額州 費 生が い る
一方

で 、一
部私費 （

一
部州費）の 者が含 まれ て い た

L’t〕

（MOVement 　Of　the　 POpUlatiOn ［2「’d　AR ，1890］，

14，他）。中村 （1987）に よれ ば 、州費生 と 2 種

類 の 私 費生 （実費以上 を給付す る 本 来 の 私費生

と・一部 私費生）か らなる シ ス テ ム は 当時の 盲
・

Table　2 法人会 員総数 お よびそ の種別内訳の変遷 （1888−1899）

年報発 行年 ユ8891890189118921893189418951896189718981899

年報号 数 1st2nd3rd4th5th6th7th8th9th 工Oth11th
…

般会員
一 一 117128130129126126 『 124112

終身会員
一 一 13 13 13 14 14 17 一 14 14

厶

吾
貝

種
別

終身後援者
一 　 0 0 0 0 0 0 一 0 0

名誉会員
一 一 8 7 12 14 15 15 一 18 18

合計 　 』 138148155157155158 一 156144

一
般会員会 費か ら

の 収入（ドル ）
585　　　640　　　650　　　645　　　630　　　630 620　　 560

出典 　List　of 　the　Members　of　the　Association（3rd−8th　AR ［1891−1896］：10th−11th　AR ［1898・1899］）
備 考　

一
は不 明．

Table　3　 扶養費出所別の 入所児数な らび に他州出身者数 （1888−1899）

年度
私　費　生 州　費　生 総　計

男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計

1888−89 一 一 一 一 一 一 一 L−一 一

1889−90 2 3 5 （63 ％） 56 1975 （93．8％） 58 2280

1890・91 6 1 7 （5．2％） 9235127 （94．8％） 98 36 ユ34
1891−92 7 3 10（6．7％） 10139140 （93．3％） ユ0842150
1892−93 11 5 16（9．5％） lll42153 （90．5％） 122 47169
1893・94 13 5 18（9．4％） 12548173 （90．6％） 138 53 ユ91

1894−95 13 4 17（7，8％） 14159200 （92．2％） 154 63217
1895−96 16 3 19（8．2％） 15163214 （91．8％） ユ6766233
1896−97 一 　 一 一 一 一 一 一 一

1897−98 19 524 （11．2％） 132 58190 （88．8％） 15163214
1898−99 23 1134 （14．4％） 133 69202 （85．6％） 15680236

他州出

身者数

　 　 2
　 20
　 10
　 ユ4
　 ユ3

16「
20

出典　Movement 　of　the　Population（2nd−8th　AR ［1890−1896］：10th−11th　AR 匚1898−1899］）
備考　  州費生 に は 全額州費及 び

一
部州費の 者を含む．

　　　  一は 不 明．
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ろ うあ院や マ サチ ュ
ーセ ッ ッ州や ニ ュ
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州 の 精神薄弱者施設で もみ られ た こ と で あ り、

それ は富裕層へ の 教育機会 の 提供 を趣 旨 と した

もの で あ っ た （中村，　247−248）。

　こ の ように 、 財源 お よび 後見人構 成にみ る 当

施設の 準州立施設お よび私立施設 として の 性格

は 、 州立施設 の 代替機能 を果た すこ と と 、 富裕

層家族の 精神薄弱児 の 教 育 ・保護需要 に応 じる

こ と の 二 点 に集約す る こ とが で きる。

　 2．対象児の 多様化 と増加

　次に 、 施設の創設理念 と準州立施 設 と して の

性格が 、 入所児 の 障害の 状態 ・
程度や数 的推移

に どの よ うに反映 されて い た の か をみ て み る 。

　まず 、 入所児の 障 害の 状態 ・程度で あ るが 、

当施設 に は、改善が期待 され る子 ど も 、 改善の

見込み が ない とされ た子 ども、 て ん かん など の

多様な ニ ーズ を持 っ た 子 どもが 入所 して い た 。

改 善が期待 され る者 とは、読み書 き、算数、複

雑 な手技の 教 授訓練が 指導 され、他者の ため に

働 くこ とが 可 能 と され た （Craven ［4th　 AR ，

1892］，13）程度の 者で あ っ た 。 彼 らは痴愚級以

上 の 精神薄弱だ っ た と思 わ れ る 。

　
一

方 、 改善 の 見込 みが ない とされ た子 ど もは

お お よそ 白痴 で あ っ た と考 え られ る 。 彼 らの 中

に は、麻痺 を伴 う寝た き りの 子 ど も、慢性疾患

を持 つ 子 ど もが い た （Craven ［4th　 AR ，
1892］，

13）。白痴 の 増 加 は創 設 当初 の 1890年 に は指摘

され て お り、 1894年に は比 較的重 い 障害 （low

grade ） を もつ 入所児 は全体の 25％ とな り、そ

の うち 9 割以上 にて ん か んが見 られる よ うに な

る （Conwell 匚6th　AR ，1894］，18−24）。 白痴 お よ

び て ん か ん児 は、設立 当初か ら常 に 医師 の ケ ア

が 必 要 と さ れ 、 「保護 ケ
ース （the　 custodial

cases ）」と呼ばれ た （Wister ［2”d　AR ，　1890コ，7）。

　 また入所 児数の 男女比 は 、 女子が男子 に比 べ

て 少な い 。 女子 は入 所児総数 の ほ ぼ25〜30％で

ある 。 当施設の 向か い 側 に、 1888年に設 立 され

た 州立 成人女子 精神薄弱者施設 （New 　Jersey
State　Institution　for　Feeble−Minded 　Women ）

が あ っ た 151 （Garrison［2・d　AR ，1890］，21：Leiby

［1967］103； McCaffrey，87） こ とが 、当施設に

女子入所児数が少 な い 原 因の
一

つ で あ る と考え

られ る 。

　 次 に 入所児数 の 推移 で あ るが 、当施設の 入所

児数 は毎年増加 して い る （Table 　4）。 1890年 に

は 74人 で あ っ た が 、1894年に は 191人 と2．5倍以

上 の 増加 を示 して い る 。 入所児数増 加の 理由は、

第
一

に新 規入所児数の 平均が 45人程度 で ある に

もか か わ らず 、 退所児が 5 〜11人 と少数で あ っ

た こ と で あ る。つ ま り、施設に入 所 し続け る者

Table　4　 ヴ ァ イ ン ラ ン ド施設 の 入 退所状況 （1888−1899）

前年度からの 入所児 新規入所児 退 　所　児 死 　亡　児 人所児総計
年度

男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合 計 男性 女性 合計

1888・89 一 一 一 一 一 一 一 　 一 一 一 一 一 一 一

1889−90371148211132235101551974
1890・9155197443176083112248831119
1891−92883111939155473101211310842150
1892−93 ユ08421502693580844812247169
1893−9412247169311142921172913754191
189↓95137541913417501351843715463217
1895−9615463217221234651134716766233
1896−97 一 一 一 一 一 一   一 一 一 一 一 一 一 一

1897−9813961200221234991811215163214
1898．99151632143120512032360615680236

出典　Movenlent 　of 　the　Population （2nd −8th　AR ［189〔H896 ］：10th−11th　AR ［ユ898−1899］）
備考　  数値 は年度末 で あ る 5 月末又 は 6 月現在．

　　   本 表の 1890−91年度 と1891−92年度 の 入所 者総 計が，Table 　3 の 入所者総計 と一致

　　　　しな い の は，後者 に は同年度 の 退所者 と死亡 者 の 数 が含 まれ て い な い ため で あ る．

　　   一は不明．
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が い た とい うこ と で ある 。 また死 亡 者数 は 、 イ

ン フ ル エ ン ザが流 行 した 1892年 の 13人 を除 い

て 、1890年か ら 1894年 まで で平 均 5 人 程度で あ

っ た 。 こ の 数は、相対 的に み て 少 ない と い える 。

第 二 に 、 先 に述 べ た よ うに当施設 は州立施設 の

代 替機能 を有 し て い た の で あ り、 州域全体 の 精

神薄弱児の 教育 ・ケ ア の 需要に 応 じる必要が あ

っ たこ とで ある 。

　そ して第三 に 、入所児数 の 増 加は 、多様な ニ

ーズ に基づ く小舎制に よ る編成 を可能にす る条

件 で ある と考 え られて い た こ と で あ っ た （Baker

［7thAR ，1895］，8）。 既 述 の とお り小 舎制 は 、

家庭的 な雰 囲気 の もとで生活 お よび教育 ・ケ ア

を提供す る ため に採用 され た もの で あ るが 、 そ

れ と同時 に 、 多様 な対象児 をその ニ ーズ に 応 じ

て 分類 して 処遇す る役割 を も担 っ た 。 例 えば男

女別の 処遇や 、て んか ん児 と保護対象の 白痴児

の 小舎へ の 分離 を可 能に した （A ．S ［2・ dAR ，

1890］，2； Wister ［2nd　AR ，1890］，6，7； Garrison

［3「dAR ，1891コ，24，26； 匚5匸hAR ，1893］，38）。

　 以上 の よ うに ヴ ァ イ ン ラ ン ド施設 は 、 痴 愚級

以 上の 精神 薄弱 、 白痴 、 て んか ん 児 な どの 多様

な対象児で構成 され て い た 。 また、入所児数の

増 加 に伴 い 保護対 象者 が 増加 する傾 向 に あ り、

入所児数の 増加 に もか か わ らず退所児数が 少 な

い こ とは 、 成 人 に なっ て も施設 で 生活 を続 け る

者 が い たこ とを示唆す る 。

　 3．医療 との 連携お よび作業部門の 強化 と総

　　合施設化

　　〔1） フ ィ ラ デ ル フ ィ ア病 院 との 連携お よび

医療 ス タ ッ フ の 充実

　ヴ ァ イ ン ラ ン ド施設で は、医師は 「施設長の

指示 の もと 、 入所者 の 精神状態 の 病歴 と病 因に

つ い て 、 また 医療 的措置 に つ い て 記録 を残 して

お くこ と」が 求め られ て い た （McCaffrey ，174）。

また 、ギ ャ リソ ン は医 師で はなか っ たが、医学

の 知識 は 、 こ の 分野 に お い て必要 で あ る と評価

し、医学の 知識を重視 して い た （Garrison［5th

AR ．1893］，40）。

　 こ の こ と は 、 当施設 の 医療 ス タ ッ フ の 構 成か

ら も伺 える。施設 の 医療 メ ン バ ー
は、施設 を頻

繁に 出入 りす る地域 医師お よ び、定期的な訪問

を行 な う顧 問医師に よ り支 え られ て い た。1893

年か らは地域 医師 に代 わ り常駐医 師が導入 され

た 。 顧 問医師 は 、 主 に ブ イ ラ デ ル フ ィ ア病 院の

外科 医 、 神経疾 患専 門医 、 眼科医 、 胸部疾患専

門医 、 咽頭医 、 耳鼻科医で 構成 され る （Offlcers

Of　the　SChOOI［2”d　AR ，1890］，4： ［3「d　AR 　1891］，

4，他）。 また設立 6年 目に は 、顧問医師に歯科

医、小児病理 専門医、病理 学専門医、婦人科医

が 加 え られ る 。 多い 年で 16人の 医師が ス タ ッ フ

と して 関わ っ て い た （Officers　of　the　 School

［7血 AR ，1895］，4； ［IOLh　AR 　l898］，4； ［11th　AR ，

1899］，4）。また、特別な処置が 必要な入所児は 、

校長 と常駐医師 の 承諾 の もと顧 問医師 に よ りフ

ィ ラ デ ル フ ィ ア病 院に送 られ 、 更なる検査 と治

療が お こ なわ れ て い る　（Staff　of　Consulting

Physicians［3・d　AR ，1891］，14）。
こ の よ うに 、

当施設で は充実 した 医療ス タ ッ フ と フ ィ ラ デ ル

フ ィ ア 病院 と の 連携を通 じ、比 較 的質の 高 い 医

療体制 が 整 え られ て い た 。

　 当施 設 に お け る 医療 の 目的お よ び そ の 内容

は 、 以下の 三 点 に集約 される 。 第一
に 、 多 くの

入所児 を抱 えて い た 当施設に お い て欠 かせ なか

っ た、施設の 衛生管理 をは じめ給食の 献立を含

む入所児の 健康全般 の 管理 で ある 。 設立 当初 か

らの 入所児 数は、毎年増加 し続 けて い たに もか

か わ らず、死 亡者数は、比 較的
一

定で あ り、そ

の 背景 に は 、 地域 医師や常駐医師 に よ る行 き届

い た衛生管理 と入所児の 健康管理が 伺える 。

　 第 二 に入所児 に対 す る医療 ケ ア で あ る。例 え

ば、1893年の 医師報告書 にお い て 、眼の 異常 は

学習面 にお ける 困難 をもた らす と指摘 されて い

る 。 こ の 眼 の 異常 は 、 頭蓋 内 または 、一般的 な

神 経疾患 と密接 に 関連 して い る可 能性 が 高 い こ

とが指摘 され 、 内斜視 の 手術 や 眼鏡 の 処 方が行

われて い た （Wiley ［4th　AR ，1892コ，17−22）。ま

た 、 麻痺に よ る行動の制限は、施設の 神経訓練

な らび に発達訓練を 阻害 し て い る と い う見解 の

もと、 麻痺 を伴 う入所児 に対 して 手術 も行 われ

て い る （Wiley ［3「H　AR ，1893］，11−13： COrSOn

［7111AR，1898］，23−24； Corson ［8‘h
　 AR ，1899］，
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18−20）。 こ の こ とか ら 、 比較 的障害が軽 い 子 ど

もた ちに対する 、 教 育 ・訓練 の 向上 を 目的 と し

た医療ケ ア が施 されて い た こ とが わか る 。 また

一
方 で、比 較的 障害が 重 い 子どもたち 、 と りわ

けて ん かん児 に対 して は、将来的 な 自立 を見込

めな い こ とを理解 しつ つ も 、 発作 を抑制す るた

め の ブ ロ マ イ ド治療 な ど 、 少な くと も彼 らの 苦

痛 を和 らげる 、 もし くは健康管理 お よび改 善 を

目的 と した 医 療 ケ ア が 施 され て い た （Wiley

［4th　AR ，1892］．17−22）⊥6 〕

D

　第三 に入所児を対象 とした研究 で ある 。 当施

設で は、1892年頃か ら入所児の 数の 増加 に伴 い 、

入所 児の 中に混在 して い た て んか ん児や白痴児

な ど の （事例 ）研 究が 紹介 さ れ て い る （A ．S．

［4・hAR ，1892］，23−31）。また 当施設 には 1894年

に小児病理学専 門家 、 1895年に病理学専 門医が

加わ り　（Officers　of　the　School［6th　AR ，1894コ，

4； ［7・hAR ，1895］，4）、 入所児 の 性質を理解す る

ため の 研究が 重ね られ た 。 こ の よ うに 入所児の

研究 が活発 に なされた 背景 に は 、 医師の 医学的

関心 とともに精神薄弱者施設 に お け る入所 児の

分類 の 必 要性 が あ っ た 17 ♪
。

　以 上 の よ うに、当施設で は 、医療ス タ ッ フ の

充実 と 、 フ ィ ラ デ ル フ ィ ア 病 院 と の 連携 の もと 、

対象児の ニ ーズ に 応 じた 医療 的ケ ア が なされ て

い た の で あ っ た 。

　　吻 　学校教育的な指導内容の 重視 と作業機

能の 強化

　 ヴ ァ イン ラ ン ド施設 で は 、 創設期 か ら学校教

育の 基礎 的科 目の 指導、生 理学 的方法 に 基 づ く

指導 の 教授 を重視 す る 。 基礎 的科 目には 、ス ペ

ル ・読み
・書 き ・算 数 ・地理 ・歴 史 ・時計 の 学習、

生理 学、実物教育等が あ り、生理学的方法に基

づ く指 導 と考 え られ る もの に は積 み木 ・ビー

ズ ・紐 通 しな どがあ っ た （Table　 5）。 こ うした

教育 ・訓練 は 、 1890年か ら1895年頃 まで 変わ ら

ず維持 され て い る （Daily　Order 　of　School　Ex −

erCiSe ［2・d　AR ，1890コ，24−26： ［3「d　AR ，1891］，3（｝−

31； ［4th　AR ，1892］56−57； ［5th　AR ，1893］，56−57；

［6th　AR ，1894］，56−57）。 対 象児 は創設 当初 か ら

幼稚 園段階 と基 礎 的科 目を中心 に行 うEnglish

と呼 ば れ る 初 等教 育段 階 に 編 成 され て い た

（Garrison匚2”d　AR ，1890］，16；Johnstone［10th

AR ，1898］，27−31）。 初等教育段階の 教 育内容が

実 施 され た背 景 に は 、 精神 薄弱児 とは異 な り、

遅 れ の 原因が生来 の 精神薄弱 で は な く単 に 学校

の 学 習 に 遅 れ て い る学 業不振児 （backward ）

が 当施設に い た こ とが 考え られ る ls） （A ．　S．［5th

AR 　1893コ，表紙）。

　 ま た 、 1890年 に は 寮母兼校長 の ブ レ イ ク
’9］

（Blake，　Ada 　E ）に よ っ て ブ ラ ス バ ン ドが 始 め

られ て い る （Officers　 of　the　 home ［2” d　 AR ，

1890］，4；Garrison［2” d　AR ，
1890］，16）。 当施設

にお ける ブ ラ ス バ ン ドの 実施が他施設か ら影響

を受 けて 始め られ た との 明確 な記述 は な い が 、

ブ ラ ス バ ン ドは、他 の 大規模施 設に お い て も実

施 され て い る z°・b （中村，364−365）。 ヴ ァ イ ン ラ ン

ド施設 にお い て も音 楽の 教 育的意義が十分認識

され て い た が （Kellogg［4・h　AR ，1892］，52）、 能

力の 高 い 者に よる ブ ラ ス バ ン ド等の 余興は、ク

リ ス マ ス の 祭 典 で 披 露 さ れ る な ど （Garrison

［8th　AR ，1896コ，22；Baker 匚8‘h　AR ，1896］，8）教

育効果 を示 す媒体 として用 い られ る 側面 もあ っ

た 。

　教 育後の 処 遇方針 に つ い て は 、 1893−1894年

頃か らギ ャ リ ソ ン に よ っ て 学校部門 を出た者に

対す る作 業 の 場 の 必要性 が表明 され る （Garri−

sOn ［6th　AR 　l894］，49−50，52）。 こ の 成人 の 作業

機能を導入 する き っ か け は、同時代の 他の 大規

模 施設 に おける 成人の 作 業機能の 構築志 向で あ

っ た。 1893年の 全米慈善矯正 会議20周年年会で

マ サチ ュ
ーセ ッ ツ 精神 薄弱 者施設長 W ．E ，フ ァ

ー
ナ ル ド （Fernald．　Walter　E，1859−1924） は、

教育後は彼 ら を施設内で働か せ る べ きだ と主張

す る （Fernald 口893］，210）、

　 また フ ァ
ー

ナ ル ドは 、 上 記の 主張 を論文 に記

し、そ の 論文の 前半部分 で 精神薄弱者施設の 歴

史を概観 した の で あ る が 、ヴ ァ イ ン ラ ン ド施設

1893年次報告 で は 、 軽 度級 の 者 を教 育後 に施設

内で 働かせ る とを記 した後 半部分の み が転載 さ

れ た （Fernald［5th　AR ，1893］，44−49）。 こ の こ

とは、ギ ャ リ ソ ン が 学校部 門で 訓練 した 者を施
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Table　5　1890年 の 日課 表 と1893年 の 日課 表の 比較
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設内 で 働 かせ る こ とを支持 して い た こ とを示唆

す る 。 実際ギ ャ リソ ン は 、 1894年 、 学齢期後 の

軽度 の 子 どもを働かせ る ため に作業所 を拡充す

る必要性を主張する （Garrison［6Lh　AR ，1894］，

49−50，52）o

　ギ ャ リ ソ ン が 成人 の 作業機能の 構築を試み た

時期 は 、 学校部 門で 作業学 習が 強化 され た 時期

と符合 する 。 1893年 に学校部 門で は家具 修繕 ・

家具塗 装 ・大工 仕事 ・紳上服仕立 て ・婦 人服 仕

立 て ・ミ シ ン 縫製 ・編み 機に よる編 み物 ・マ ッ

ト作 り ・
マ ッ トレ ス 作 り等 の 多 くの 作業種 が追

加 され る （Table 　5）。 教 育 ・訓練 プ ロ グ ラ ム に

お け る作業学習の 強化は 、教師の 雇用計画 に も

反映 され 、1893年に は手工 訓練 を専門的 に行 う

教 師が雇用 され た 2％

　作業 学習 は 、 子 ど もの 内省機 能 と注意 を傾 け

る習慣 を確立す る ため に適 して い る と考 え られ

ただ けで は な く22 、 （Kellogg［4th　AR ，1892］，53−

54）、作業の 成 果が 施 設の 経費削減に つ なが る

こ と も主 張 され た 23） （Baker ［6th　AR ，1894］，7；

匚7Lh　AR ，1895コ，5）。 作業 成果 を経費削減 の 説明

とす る背景 に は 、 州 と慈 善団体の 負担 を可能 な

限 り軽減 しな けれ ばな らな い と い うギ ャ リ ソ ン

の 切 迫 し た意 識 が あ っ た （Garrison ［6Lh　 AR ，

1894］，50）。 同様の 意識 は、精神薄弱者施設の

社会的意義を主張す る必 要があ る他 の 第二 世代

の 施設長 に も共通す る もの で あ っ た 24）
。

　以上 の よ うにギ ャ リ ソ ン は 、州 の 精神薄弱児

を受け入れ 、包括的 な対象の ニ ーズに応 じる過

程で 、 教 育 ・訓練機能 を構築 し、 1893年 に は 、

成人 の 作 業 機 能 を志 向 す る よ う に な っ た 。

1893 −1894年 頃 まで に 当施設 は 、 保 護機 能 、 医

療 ・研 究機 能 、 教育 ・訓練機 能、成 人の作 業機

能か らな る総合的な機能 を有す る施設 に な っ た

とい える。

皿．総合施 設か ら教 育 ・訓練専門施設 へ の転 換

　（1890年代半ば一 1899）

　 1．入所 対象外と しての てんかん ・白痴 と施

　　設機能 の 分化

　 〔1） 州 立て ん かん 村 の 構想 と実現

　 あ らゆ る対象児 を受 け入れて い た当施設 で は、

医 師の 監視 が 常に 必要 な て ん か ん 児 や （Mills

［5th　AR ，1893］，19）、 絶 えず注意 と指導が 必要

な白痴 な ど （Craven ＆ Hunt ［7†h　AR ，1895コ，

16）、 教 育対象 で は な く保 護収 容 の 対象と な ら

ざる を得な い 入所児 の 増加 が顕著 に な りつ つ あ

っ た。彼 ら は 1894年 に は入 所児の 25％を占め る

よ うに な っ て い た （Conwell 匚6th　AR ，1894］，18−

24）。 こ の 実 態 は 、 当施設 で 教 育 ・訓練 を受 け

る べ き精神薄弱児の 受 け入れ を困難に して い た

（Baker ［7匸h　AR ，ユ895］，10）。 そ の た め ギ ャ リ ソ

ン は 、 保護機能が拡大 し教 育 ・訓練機能が 疎か

に なる こ と を危惧 し （Garrison［6・h　AR ，1894］，

49）、当施設 は 、 1890年代半 ばか らて ん か ん児

の 排除 を試み 、教 育 ・訓練専門施設へ の 転換を

目指 して い くの で あ っ た 。

　 ギャ リ ソ ン は 、 こ れ まで に 蓄積 され た当施設

の 経験や 、す で にて ん かん 児の 処遇方法が検討

さ れ て きたオハ イオ州や ニ ュ
ー ヨ ー

ク州の て ん

か ん施設の 実態を踏ま え、て ん か ん児に対する

見解 を以 下 の よ うに示 して い る 。 第
一

に て んか

ん は病気 で あ り、 て ん かん専 門医の 処遇範 囲で

あ り、教育者 の 処 遇 範囲 で は な い こ とで あ る

（Garrison［9th　 AR ，1899］，38； ［11th　AR ，1899］，

17）。 第二 に て ん か ん に は特有の ニ
ーズが あ り、

治療の 可 能性 を探 るた め に は研究が なさ れ る べ

きと い うこ と で ある （Baker ［7u・AR ，1895］，10）。

　 ギャ リ ソ ン は 、 教育 に重点 を置 く当施設が て

んか ん児の ケ ア に は不適切で ある と認識する
一

方で 、 当時多 くの て ん かん児 が措置 されて い た

精神病者 の た めの ア サ イラ ム も不適切 で ある と

認識 して い たた め （Garrison［7th　AR ，1895コ，

30； ［8「h
　AR ，1896］，23）、1895年に ニ ュ

ー
ジ ャ

ー

ジ
ー
州議会で て ん か ん村の 設置 に 関す る法案を

提 出する （Garrison，［7tL・ AR 　l895］，24）。 その

際 ギ ャ リソ ン は 、 州 内 の 何 百 人 もの て ん かん

児 ・者 を集 める こ とに よ り、 保護 、 扶養 、 お よ

び教育にか か る州費の 削減が 可能で ある と主張

す る （Garrison［7th　AR ，1895］，30，32： Baker

［8th　AR ，1896］，6）。

　そ の 後 法案 は、1896年に州議会の 両院で 可決
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ヴ ァ イ ン ラ ン ド精 神 薄弱者施 設 草創 期 に お ける 総 合的施設か ら教育 ・訓練専門施設 へ の 転換 とそ の 意義

され たが、知事が署名 を拒否 した こ とか ら実現

しなか っ た 。 しか し1899年に は可決 され 、ギ ャ

リ ソ ン を理 事 と して 迎 えた州立 て ん か ん村 が 完

成す る （Baker 匚11’h　AR
，
1899］， 7）。

　　（2） 痴愚級以 上 の 精神薄弱児教育 ・訓練専

門施設へ の 転換

　 ギ ャ リ ソ ン は、て んか ん児をヴ ァ イ ン ラ ン ド

施設の 対象外 と した 後 、 1897年 頃か ら教 育的 な

成果がみ られず 、 生 産的 に な りえな い 白痴 も同

じ く対象外 とす る こ とを主張 す る （Garrison

［9Lh　AR ，1899］，37−38）。 そ して、当施設 の 対象

児は、教育 ・訓練 の 成果がみ られ る痴愚級以 上

の 精神薄弱児に絞 られ て い く。

　 ギ ャ リソ ン の 白痴 を対象外 とす る考 えは 、 教

育 ・訓練機 能が 衰退す る こ とへ の 危惧 を反 映 し

た もの で あ っ た 。 そ れ は彼の 、保護対象の 白痴

が増加する と精神薄弱者施設は単なる保護施設

化 し、指導が衣類 ・医療 的ケ ア
・娯楽の 提供 の

レ ヴ ェ ル に低下 して しまい 、それ は学校 で はな

く 『白痴の 救貧院』 と同様で あ る （Garrison

［9th　AR ，1899］，37−38；［11th　AR ，1899］，17，19−20）

と い う主張 か らも示唆 され る 。

　 ギ ャ リ ソ ン は 、 他 の 第二 世代 の 施設長 らと同

様 に
25 ｝教育 ・訓練 の 日的 を施設 内 自立に設 定 し、

指導 にお ける作業 の 学習 を強化 す る （Garrison

匚9th　AR ，1899］，37−38；40 ［11th　AR ，1899］，17）D

そ して 1898年、当施設の 理 事会お よび婦人訪問

委員会の 合 同委員会は 、 成人に 対 す る就労の 場

の 必要性 に対処すべ く、州か らの 委任 （warrant ）

が満期 に なる 10名に施設 内の 仕事 を与え、その

働 きに対 し賃金 を与える、ヴ ァ イン ラ ン ド ・プ

ラ ン の 開始 を議決 した （Baker ［IO‘h　AR ，1898］，

10：Garrison［11’h　AR ，1899］，41）。 同プラ ン は 、

彼 らが 施設外で 直面 しうる 「あ らゆ る複雑な困

難へ の 合理 的か つ 誠実 な解決策」 で あ り、「男

性 ある い は 女性 らしい 自尊心 を喚起 させ る最 善

策」 （Baker ［IO’h　 AR ，1898］，10： Garrison［11th

AR ， 1899］，
41）で あ っ た 。

　しか しギ ャ リ ソ ン は 、 単に 作業機能を 強化 し

た だけ で は な く、イ ン デ ィ ア州立精神薄弱者施

設 か ら ジ ョ ン ス トン を招聘 し、当施設 の 教育 ・

訓練機能 の 強化に 努め る。1899年には 年次報告

に お い て 、当施設 の 学 校 部 門 に お け る 指導の

進歩 が示 され た 25） （Johnstone［11th　AR ，1899］，

27−29）。

　 当時の 先行する大規模施設 の 学校 部門 の 位置

づ けは、施設 内労働力 を育成 す る と い う意味で

は 中核的 だが 、保護機能お よび成人の 作業機能

の 拡 大の 中に あ っ て は 、 学校 の 役割 は 部分 的で

あ っ た 。 しか しギャ リ ソ ン は 、 教育 ・訓練 を行

う専 門施設 として の 性格 を最後 まで 強調 し 、 そ

の 維持 に 努め た の で あ る 。

　 2．州補助 費お よび入所者数の 変動 とヴ ァ イ

　　 ン ラ ン ド施設の教育 ・訓練機能 へ の 需要

　 こ の よ うなヴ ァ イン ラ ン ド施設 の 対象設 定の

転換 が 、前述 の よ うに、州財政 との 緊張 関係 の

な か で選 択され た こ と は、次 の よ うに、州補助

費お よび 入所者数の 変動に 明 らか に 示 され て い

る 。

　 当施設 の 州補助費 は、1895−96年度 の 51，248ド

ル をピー
ク として 、1897−98年度の 43，371ドル に

まで 縮小 され るが （Table 　 1）、こ の 経費は入所

者 の 大 半 を 占め る 州 費生 の 扶 養 費で あ っ た か

ら 、 州 補助費の 縮 小 と連動 して 入所者総数 も

減少 した （Table 　3，4）。 こ の 入所者総数の 縮小

期 にお ける入 退所状 況 をみ れ ば 、 新 規入所許可

者の 数が 1895−96年 度お よ び 1897−98年度 は34人

に留 まる
一

方、退所者数は 、1895−96年度の 11

人 か ら 1897 −98 年度 に 18 人 へ と増 加 し て い る

（Table 　4）。

　 つ ま り、こ の 時期 に は新規 入所許可者の 制 限、

な らびに退所措置が 積極的に 実施 され た と推察

で きる 。 す なわ ち 、

一
方 で は 、 上 述 の ギ ャ リソ

ン の 主張 に添 い 、 て んか ん者 、 続 い て 白痴 を対

象外 とする こ とで 、痴愚級以 上 の 精神薄弱児 を

主対象 とする方針が 推進さ れ た。 とくに、て ん

か ん者 の 実質上 の 入所制 限や退所措置 は 、 前述

の 州 立 て ん か ん村 が 設立 され る 1899年 よ りも前

か ら開始 され て い た こ とが 、 以上 の 入退所状況

か ら推察 され る。

　他 方、退所者 の 中 に は 、 前述 の ヴ ァ イ ン ラ ン

ド
・プ ラ ン に よ り施設内 自立 を果 たす こ と を期
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待 さ れ た精神薄弱児 も含 まれ た 。 施設の 指導監

督の 下 で彼等が 自活 する こ と は 、 退所後 の 公 的

救済費の 節減に よ り、 州お よ び納税 者の 負担 を

軽減 しよ う とする もの で あ っ た （Garrison［6th

AR ，1894］，50）。

　実際 、 当施設 は 、 州扶養 費の 効果的利用 を期

待 さ れ て い た と考 え られ る 。 まず、州費生 1 人

当た りの 扶養費 は 、州法に よ り、年間200 ドル

以 下 と規 定 され て い た に もか か わ らず （Mc −

Caffrey，66）、 その 額 は創設 当初 か ら200 ドル を

超過 して い た 。 また 、 州費生 1人 当た りの 扶養

費は 、 1894−95年度の 約244 ドル を ピー
ク と し て

漸減 し て い き、1898−99年度 に は約205 ドル まで

抑制 され た （Table　4）。

　要す れば 、 教育 ・訓練 の 主 対象を痴愚級以上

の 精神薄弱児 に 設定 して い くこ と、そ して 教

育 ・訓練後 の 施 設 内 自立 に 向 け た 退所措 置 に

は、州扶養費の 効 果的利 用 ない し節減 とい う州

政府か ら の 期待に応 じる とい う側面が あ っ た 。

　 しか し教育 ・訓練 専門施設 へ の 転換 の よ り重

要 な 要因は 、 前 述の とお り、 痴愚級以上 の 精神

薄弱児へ の 教育 ・訓練そ の もの の 社会的意義を

認め て い た こ とに求め られ る で あろ う。 す なわ

ち当施設で は 、財政規模お よ び入所者総 数の 縮

小化 がな され る
一

方で 、私費生 の 数が 1898 −99

年 度 に は 236名 中34名 （14．4％） とな り、 他 方

で他州出身数は開設後
一時 20名 とな り、そ の 後

減少 した が 、 1897−98年度 に は 16名 、 1898−99年

度に は 20名 とな り、 再 び 増加傾向がみ ら れ た

（Table 　 3）。 法人 立で ある当施設が 受け入 れた

他州 出身者 は私 費生で あ っ た と思 われ る 。 こ れ

に よ り、ニ ュ
ージャ

ージー州以外 の 後見 人 （州

内外の 私費生の 家族）に よ る扶養費もまた増加

し て い っ た （Table　 l）。
こ れ ら の 変化 は 、 当施

設の 痴愚級 以上 の 精神薄弱者 の 教 育 ・訓練専 門

施設 として の 意義が、子弟の 教育 に比較 的関心

の ある州内外の 富裕層の家族か ら認め られ つ つ

あっ た こ と を示唆する もの で ある 27）
。

】V．むすび 一
新興施設 と して の ヴ ァ イン ラン ド

　施設の 可能性

　 ヴ ァ イン ラ ン ド施設 に は 、 創設 当初 か ら て ん

か ん 、 痴 愚 、 白痴等の 精神 薄弱児 が入所 して い

た 。 そ の た め 、施設は包括的な対象をケ ア する

総合施 設 と して 、入 所児 それぞれ の ニ ーズ に応

じた教育 ・訓練、医療の 内容 ・方法 を模索 して

い く。 その 中で も、教育 ・訓練 に は 重点が おか

れ、学校教 育の 基 礎的科 目の 指導 と生理学 的方

法 に よ る指導が 設立初期か ら取 り組 まれ て い た

の で あ る 。

　 し か しヴ ァ イ ン ラ ン ド施設 も、他施設の 多 く

と同 じよ うに、入所者数 の 増加 とそれに伴 う過

密化の 問題 に直面する 。 また、設立 当初 か ら実

践 され て きた 教育 ・訓練、医療の 経験 とその 蓄

積 に よ っ て 、 専 門医師の 対象 で あ る て ん かん 、

教育 の 見 込み が な くケ ア の 対象で あ る 白痴 と い

う認 識 を深め る ように なる。 と りわけギ ャ リ ソ

ン は、施設の 教育
・訓練機能の衰 退 を危惧 し施

設機能の 分化 を構想す る よ うに な る 。

　
一

方で 設立 当初 か ら 、 施 設財政 費 は 、 その 多

くが 州補助費で 占め られ て い た 。 こ れ はギ ャ リ

ソ ン 自身が 認識 し て い た よ うに、施設が 、州 と

納税 者 に とっ て 有用 的か つ 経済的で なけれ ばな

らな い こ と を意味 した 。その た め 施設は、私費

生 を受け入 れる法 人施 設で はあ っ た もの の 、 つ

ね に州 に とっ て の 有用性 を追求 しなけれ ばな ら

い 状況 に置か れ て い た の で あ る 。
こ の よ うに ヴ

ァ イ ン ラ ン ド施設 は 、 総合施設機能を継続す る

こ とによ る施設機能 へ の 懸念、そ して 設立当初

か らの 州 との緊張 関係 か ら、教育 ・訓練専門施

設へ と転換 して い くの で ある 。

　 とこ ろで 、ヴ ァ イ ン ラ ン ド施設 は、第二 代施

設長 ジ ョ ン ス ト ン 時代 に なる と 、 子 ど もの 診 断 、

編成 に ビ ネ知能検査 な ど の 心理学 を導 入 し、 心

理学、教育学等に よる科学的な手 法で 精神薄弱

研究を進め て い く。 そ もそ も、 当施設は法入施

設であ り、 設立 当初 か ら他施 設 に比 べ て 小 規模

な小 舎制 を採用す る な ど、 自主性 と柔 軟性 に 富

ん だ施設運営が な され て い た 。
こ の こ とは 1898

年に、ジ ョ ン ス ト ン を迎 え入れた こ と に も見 ら

一 52 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assooiation 　of 　Disability 　Soienoes 厂　Japan

ヴ ァ イ ン ラ ン ド精神薄弱者施設 草創期 に お ける 総合的施設 か ら 教育 ・訓 練専 門 施設 へ の 転換 と そ の 意義

れる 。 す なわ ちギ ャ リ ソ ン は 、 19世紀 末 の 施 設

長の 多 くが 医師で あ っ た 時代に、あえて 医師で

はな い ジ ョ ン ス ト ン を招聘 し、彼の 精神薄弱児

教育 ・訓練方法に よる専 門性 に よ っ て 教 育 ・訓

練専 門施設 へ の 転換 を試行 し よ うと して い た の

で あ る 。

付 　 　記

　ヴ ァ イ ン ラ ン ド施設の 年次報告 を提供 して い

た だ い た筑波大学入 間総合科学研 究科の 米 田宏

樹先 生 に 感謝申し上 げる 。

　本論文の 分担に つ い て は 、 本 間貴子が H −1−（2）、

1　−3−（2）、皿一1−（2）を、高野聡子 が 1、H −1−（1＞、　 IV

を、 宮内久絵が H −3−（1＞、 皿一1−（1）を 、 長塚 修
一

が

H −1−（3）、1 −2を、佐 々 木順 二 が m −2を主 に担当

した 。

1 ）久保は，ヴ ァ イ ン ラ ン ド施設に 1916年6月27 日

　に 訪 問 し，川 田 の 案 内で 見学 をし て い る （Diary

Notes ［29tb　AR ，
1917］，40 ：久保，8S6−864）．

2 ）川 田 は，ヴ ァ イ ン ラ ン ド施 設 に 1916年 4月〜

1917年 2月 ま で 滞在 し （Diary　Notes　［28
†b
　AR

， 19161，

38； ［29
・hAR ，1917］，45），夏期学校 に参加 し，研究部

門 で ビ ネ知能検査 等に つ い て 学 ん だ

3 ）収集で きなか っ た 1年次に つ い て は，　McCaffrey

（1965）で 述 べ ら れ て い る 1年次 の 内容 と，2年次年

報以 降で 回顧 さ れ て い る 1年次の 記述 を参考に す

　 る．

4 ） ミ ル ヴ イ ル （Millville）は，ニ ュ
ージ ャ

ージー州

　カ ン バ ーラ ン ド郡 に あ り，ヴ ァ イ ン ラ ン ドの 隣 で

　あ る．

5 ＞ McCaffrey に よれ ば，正 式 な 開校 日は 10月25 日

で あ る （McCaffrey ， 57）．また こ の 私立学校 を3年

次年報告 で は
“
private

“Home ””

，1（ellog は
“
praivate

training　school
”

，
　McCaffreyは “

private　school
”
と明

記 して お り（A ．S．［3
「d
　AR ，1891］，27 ： Ke110g ［IO

’h

AR ，1898］，69：Mccaffrey，57），教育 行政か ら認可

を受 けて い た の か につ い て は不明で ある もの の ，

ギ ャ リ ソ ン の 自宅 に お い て 精
．
神薄弱児教育 へ の

取 り組 みが始め られて い た．

6 ）S，A ．ギ ャ リ ソ ン は
，
1846〜1848年まで 州議 会下

院議 員，1848−−1851年 ま で 州 上 院議 員 を務 め る

（McCaf 丘ey
，
37）．

7 ） ヴ ァ イ ン ラ ン ドへ 移転 後す ぐに，ギ ャ リ ソ ン の

　兄 C．F．ギ ャ リ ソ ン は
， 私費生 の た め の 訓練施設 を

　開設 し て い る （Kellogg ［10
’b
　AR ，1898］，73：McCaf −

　frey
，
51 −52）．そ の 訓練施設は

，
ニ ュ

ージ ャ
ージー

　州 の ク ラ ン バ リーにあ り，13名 の 生徒 をケ ア して

　 い た （Kellogg ［正Oth　AR ，1898］，73）．

8 ） マ サ チ ュ
ーセ ッ ッ 州 に あ る 私立 ベ ァ リ ィ校

　（1848年創設）は，ブ ラ ウ ン 施設長 （1851−1892年在

　任）の 経営理 念 の もと，対象児を富裕層 の 家族 に

　 限定 し，教育 ・訓練機能を重視 する 小規 模な教育

　的ホ ーム を維持す る ，私 立 ベ ア リ ィ 施設 は保護機

　能を保 持 する が
，
ブ ラ ウ ン は ，教 育 ・訓練機能 を

　最後まで 強 調 し続 け た （中村 ，
643−670）．

9 ）こ の 小 舎で は寮母 長 （matron ）や ケ ア ・テ
ー

カ

　ー
が 入所者に対 し博 愛的に接す る こ と が規 則 と

　 して 定 め られ て お り，こ の よ うに接す る こ とは入

　所者の 望 ま し い 行動 の 育成 ， 行動の コ ン トU 一
ル

，

　衛生 へ の 配慮，身体の成長 の た め に不可欠 で あっ

　た （Appendix ［2
・己 AR ，1890］，33−47）．大規模施 設 も，

　入 所者 に対 して 虐待 した り搾取する こ とな く秩

　序 を もっ て 運営 して い る こ とを示 して い た （トレ

　ン ト
，
179），

10） なお
，
施設 内で 生産 した農作物 お よび製作 品 の

　売 り上 げは 1891−1892年の 1．5°

／。を除 い て ，
1889−1893

　年 の 平均 は約 0．6°
／，程度に 過 ぎなか っ た （Table　1），

ll） 名誉 会員 には州知事な どが 選任 され て い る ．

12）州費生 の 多 くは州北部 の 出身者で あ っ た ため に，

　ギ ャ リ ソ ン は 州北 部の 居住 者 に 対 して ，深い 関心

　を持ち活発 に 関わ る よ う忠告し た （McCaffrey ，65−

　66），最 も多 い 割合を占め た州北部 の 都
．
市エ セ ッ

　ク ス の 出身者は ，1889 −90年の 19人 か ら 1895 −1896

　年 に は60人 に 増加 した 〔A ．S．［2”dAR ，1890］，
15；

　［8
，h
　AR ，1896］，25）．

13） ニ ュ
ー

ジ ャ
ー

ジ
ー

州 は州 立施設 を創設 しな い

　代わ りに ， 他州 に委託 し ， 州費と して，1人 あた り

　200 ドル 未 満 の 扶養費 を支 出す る とい う規定があ

　っ た が （McCaffrey ，66），ヴ ァ イ ン ラ ン ド施設 は，開

　設 後 間 もな い 18go 年か ら の 州費生 を受 け入 れ ，

　1891年には，ペ ン シ ル ヴ ェ ニ ア 州 エ ル ウ ィ ン の 精

　神薄弱者施設 に ニ ュ
ージ ャ

ージー州か ら委託 し

　て い た 14名を受け入 れ る （Wistar［3「d　AR
，
1891】，

7）．

14） ギ ャ リソ ン は，州議員 の 父 をもち，農場 を経 営

　す る 家庭 で 育 ち 自分 自身が富裕 層 で あ っ た．つ ま

　り，彼や彼 の 兄 が個 人的 に精神薄弱教 育 ・
訓練 に

　携 わ っ た こ と は，富裕層家 族 の 精 神薄弱者 へ の 教
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　育 や 保護 に対する 需要を例示する もの で あ り，他

　 の 富裕層家族の需要に も応 え る もの で あ っ た．す

　なわ ち，ギ ャ リ ソ ン の 2人 の き ょ うだ い の 存在が

　家族 に もた らす問題 （trouble ）は
， 同 じ処遇に ある

　 「他者 の 問題」で もあ り，彼 はそ の 問題 に対処 す

　 る こ と を望 ん だ （McCaffrey ，
54，55）．

15＞ギ ャ リ ソ ン は約 1年間 （1888年 12月24日〜1889

　年 ll月15日），
こ の 州立女子精神薄弱 者施設 の 施設

　長 も兼任 して い る （McCaffrey ，　88）．

16）私立 ベ ア リ ィ 施設 で は，1888年に ブ ロ マ イ ド治

　療が て んか ん発作 に効果 的で あ る こ とを述 べ て

　 い る こ とか ら も，当施設 だ け で な く，他 の 施設 に

　お い て も同様 の 治療 法が お こ な われ て い た こ と

　が 考え られ る （中村
，
662）．

17）ヴ ァ イ ン ラ ン ド施設 で は，1893年には イギ リス

　の 精神科医G ．E ．シ ャ トル ワ ース （Shuttleworth ，

　G 。 orge 　Edward　1842−1893）の 分類 法 を含 め，い く

　つ か の 分 類 法 が 試 され て い る （Wiley ［5th　AR ，

　 1893】，
19）．

18） 1875年の ニ ユ
ー

ジ ャ
ージ ー

州 義務就学 法 の 実

　施以 降 ， 州 で は
，
公 立学校に 学業不 振児が 生 じ て

　 い た．当施設 に お い て も，公 立学校 か らの 学業不

　振 児が 入所 し て き た こ と が推察さ れ る．

19）ブ レ イ ク は 1892年か ら寮母職 か ら退 き，音楽 部

　門 と学校 長 の 職 に 専念す る （Garrison ［4
・h
　AR ，

　1892］，43）．理 由は不 明 で あ る が ブ レ イ ク は 1894

　年に は ヴ ァ イ ン ラ ン ド施設 を辞 め て い る （Offi−

　 cers
，
　Teachers，　etc ．［6【h

　AR ，1894］，5）．

20）例 えば ペ ン シ ル ヴ ェ ニ ア 施設 の パ リ ッ シ ュ 施

　設長は
， 音楽の もつ 精神薄弱児に対する 教育的効

　果を認 め て い た （中村 ，364−365）．

21）1893 年の 教 師数の 合計は 11人 で あ り， そ の 内訳

　は手工訓練担当 （5人）と手工以外を担当する教師

　（6人）で あ る．1893年 の 手 工 訓練担 当教 師 は 始 め

　て 男性の 教 師2名 が加 え られ た （Officers　ofthe

　 Ho 皿 e ［3「d
　AR ，1891］，4 ： 0 茄 cers ，　Teachers，　etc ．［5ih

　AR
，
1893］，

4）．

22）Kelleggは，ヴ ァ イ ン ラ ン ド施設 の 教 育が フ レ
ー

　 ベ ル な どの 幼稚園教育の 影響 を受け て い る と 示

　唆 して い る （Kellogg［4th　AR ，1892］，49−55）．

23）作 業の ほ と ん ど が新製 品 を作 る よ りも修繕 で

　あ る ように （Fish ［6
・h
　AR ，1894］，55），作業は施設外

　部に売 っ て 利益を得 る こ と が 目的で はな く，自給

　 自足が 目的だ っ た と考え られ る ．

24） タ イオ ワ とベ ル は，ペ ン シ ル ヴ ェ ニ ア 施設に お

　ける 家事や 農業，手工 の 職 業訓練に対 す る施設 長

　の 見解 を第 二 施 設長 パ リ ッ シ ュ （1863年）とカ ー

　リ ン （1892年）を比較 し，パ リ ッ シ ュ 時代 は作業が

　入 所者 に 有益 で あ る こ と が 第
一

の 目的 で あ る の

　に 対 し カ ーリ ン 時代は 作業 の 利益 が 施設経費の

　節 約 に 役 立 っ て い る こ とを 強調 し た 点 を指摘 し

　た （タイオ ワ
・ベ ル，　76）．

25）一
般的 に 精神薄弱者施 設 の 第 二 世代 の 施設 長

　は，白痴学校 時代 の 校長 の 教 育に つ い て 部分的 に

　批判的で あっ た と さ れ る （タ イオ ワ ・ベ ル ，75 ： 中

　村，528 −529 ）．白痴学校が教育 の 単
一

機 能 で あ っ

　た こ と へ の 批判，生理学的教育法の繰 り返 しの 方

　法へ の 批判 ， 教育 ・訓練をすれ ば地域 生活が可能

　に なる とい う過大 な見積 も りに対す る批判等で

　ある，

26）初 等教 育段 階 は，身体 訓練 ・発音 ・
読み

・
朗 読

　を 含め た 表現 活動 に特 に 注 意が 向け ら れ る学級 ，

　感覚訓練 と注 意や 記憶 な ど とい っ た観察す る こ

　 と の 訓練 を強化す る学級，数 ・文字 ・言葉 と文 章

　構成等を学ぶ 学級 と，注意深 く子 どもた ちを編成

　し教育が な され た こ とが進 歩 と して 報告 され て

　い る．また，幼稚 園段階 にお い て も教 育成果が 出

　て い る こ とが 主張 さ れ る．音楽で は
，

バ ン ドに ク

　ラ リネ ッ トが追加 され ， オ
ー

ケ ス ト ラで は難易 度

　の 高 い 音楽が 上手 に 演 奏 され る こ とが報告 され

　た （Johnstone［llLh　AR ，1899］，27−29）．

27） 1898 −99年度に は他州出 身者が 4名増加 したが，

　そ の な か に は ，ニ ュ
ー

ヨ ーク 州 か ら の 2名 （計10

　名），新 た に マ サ チ ュ
ーセ ッ ッ 州か らの ］．名が含 ま

　れ た （A ．S．［10th　AR ，1898］，
36 ；［11

‘h
　AR ，1899】，49）．

　州 内に精神 薄弱 者 施設 をす で に有 した こ れ らの

　州か ら の 入所者の 増加 な い し新規入所は
， 富裕層

　家 族 の 当施 設 へ の期待の 反映で あ っ た と考え ら

　 れ る ．
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         The  Transition of  the New  Jersey Home  for Feeble-Minded Children

from  a  Multi-Functional  Institution to an  Education-  and  Training-Oriented Institution

  
-

 During  the Period  of  the  Founding  Superintendent,  S.O. Garrison  (1888-1899) 
-

Takako  HONMA,  Satoko TAKANO,  Hisae MIYAVCHI,

      Shuichi NAGATSUKA  and  Junji SASAKI

  [[Ihe New  Jersey Home  for the Education and  Care for Feeble-Mirrded Children, an  institutien which

was  established  by Stephen Olin Garrison was  the first institution in the State ofNew  Jersey. The  in-

stitution was  established  on  a  basis of  funds that were  collected  during his fimd  raising  activity.  The

institution cared  fbr children  with  various  needs  in a  comprehensive  manner,  emphasizing  on  educa-

tien and  training. Hewever, as the increased nuniber  of  children  in the institutien became problematic

and  as  the system  ef  the institution was  reviewed  on  the  built experiences  of  education,  training and

medical  care,  the weakening  of  educatjonal  and  training fun¢ tion  became an  increasing concern.

Moreover,  the cencern  tewards  the weakening  ofthe  function and  the tension  between  the state  and  the

institution, which  had existed  since  the beginning, indueed the  institution to envisage  separation  ofdir

ferent functions, shifting towards education  and  training oriented  institutien, In addition,  since  the in-

stitution  was  a  corporate  body, it adopted  an  uncommonly  small-scaled  cottage,  and  developed a  man-

agement  with  rich  in creativity and  strategic flexibility as seen  in the invitation of  Edward  Ransom

Johnston as  the  second  superilltendent,  who  was  not  a  physician but an  accomplished  educator  and  a

trainer for the feeble-minded.

Key  VVords: The New  Jersey Home  for the Education and  Care ofFeeble-Minded  Children,

          Stephen Olin GarTison, selfisupport,  multi-functional  institution,

          Education and  training  oriented  institution
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